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私の家の周
りには竹林が
あり、梅・柿・
ミカンなど数
多くの果物類
の木が植えら
れており、緑
豊かなとても
よい環境です。
庭はあまり広くありませんが、四季折々の花が絶えな
いよう計画を立てて栽培します。すぐ咲き終わる花よ
り長い間楽しめる花が好きです。
サフィニア・ペチュニアは、春から秋まで咲きつづ

け、もう種がこぼれ、今は新し
い苗が育っています。今年は、
風船かずらの成長がよく車庫の
屋根の上まで伸び、種がいっぱ
いできましたので、欲しい方に
差し上げます。冬から春はパン
ジー・ミニキンセンカ・アネモ
ネが色よく花壇を飾ります。
庭木草花を一生懸命育てると、
必ず答えてくれます。そんなと
き、きれいに咲いてくれてあり
がとうと花に感謝します。

花に感謝の気持ちを！
マイ・ガーデニング

1歳になる息子の善
よし

仁
ひと

が座っているのは、パパ
手づくりの椅子です。他にも我が家には手づく
りの物がたくさんあります。棚はもちろん、何
とベビーベッドまでパパが頑張ってつくってく
れました。そのほか、私の母と祖母がつくって
くれたベビー布団をはじめ、洋裁が得意な母は
パジャマや洋服をつくり、編み物が得意な義母
はセーターなどをつくってくれました。
そんな周囲の愛情に比例してか、すくすくと
大きく育った善仁も今ではすっかりいたずら盛
り。せっかくパパ
がつくってくれた
椅子も、すぐに踏
み台になってしま
いました。椅子を
使って机によじ登
っては、いたずら
三昧の毎日です。
いつになったら椅
子は座るものだと
認識してくれるの
でしょうね。
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シャッターチャンス！

長谷町の鈴木幸子さん

僕の家は手づくりが
いっぱい！

牧野地
太田美弥子さん
29歳
谷
中
村
は
渡
良
瀬
遊
水
地
計
画
に
よ
り
地

内
の
買
収
が
進
め
ら
れ
明
治
39
年
に
廃
村
、

栃
木
県
藤
岡
町
に
合
併
さ
れ
ま
す
。
な
お
も

堤
内
に
残
留
す
る
16
戸
の
強
制
破
壊
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
と
き
栃
木
県
は
鷹
見
古
河

町
長
に
打
ち
壊
し
の
人
夫
を
出
す
よ
う
要
請

し
ま
す
が
断
固
こ
れ
を
断
っ
て
い
ま
す
。

正
造
か
ら
み
る

と
当
時
の
古
河
町

民
は
谷
中
村
問
題

に
そ
れ
ほ
ど
熱
心

と
は
い
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で

も
さ
ま
ざ
ま
に
正

造
を
支
援
し
た
町

民
た
ち
が
い
ま
し

た
。
と
り
わ
け
駅

前
で
旅
館
を
営
ん

で
い
た
田
中
助
次

は
古
河
で
最
も
信

頼
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
正
造
は
助
次
を
「
神

に
入
る
の
道
に
進
み
つ
つ
あ
り
」
と
評
し
て

い
ま
す
。

強
制
破
壊
の
半
年
後
、
旧
谷
中
の
有
志
21

名
に
よ
り
古
河
町
と
の
合
併
を
希
望
す
る
請

願
書
が
古
河
町
長
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
る
と
古
河
藩
領
時
代
か
ら
水
利
水
害
、

農
工
商
業
、
人
情
風
俗
と
関
係
が
深
く
、
合

併
は
両
者
に
と
っ
て
公
益
に
な
る
と
訴
え
て

い
ま
す
。

田
中
正
造
は
大
正
２
年
９
月
４
日
、
谷
中

村
復
活
の
た
め
奔
走
中
に
病
に
倒
れ
亡
く
な

り
ま
す
。
73
歳
で
し
た
。

本
葬
儀
は
佐
野
の
厄
除
け
大
師
で
有
名
な

春かす
日が
岡おか
山やま
惣そう
宗
し
ゅ
う

寺じ
で
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
葬
儀
委
員
５
百

余
人
の
な
か
に
古
河

町
・
新
郷
村
か
ら
22
名

が
名
を
連
ね
て
い
ま

す
。そ
の
後
、
関
係
者
の

協
議
に
よ
り
５
か
所
に

分
骨
さ
れ
ま
し
た
。
旧

谷
中
村
に
分
骨
の
際
は

古
河
駅
前
の
田
中
座
で

神
式
に
よ
る
分
葬
儀
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

折
り
古
河
の
石
材
店
で

石
宮
が
作
ら
れ
現
在
は
藤
岡
町
の
田
中
霊れい
祠し

の
本
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
に
は
谷
中
の
お
じ
や
ん
と
呼
ば
れ
、

と
き
に
は
胡う
散さん
臭
く
み
ら
れ
て
も
い
ま
し
た

が
、
百
年
後
の
今
日
ま
で
存
在
感
の
あ
る
人

物
と
い
え
ま
す
。

（
同
企
画
展
は
11
月
24
日
ま
で
開
催
中
）
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